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平
成
28
年
11
月
９
日
、
周
南
製
鋼
所
体
育
館
に
て
２
６
９

名
の
出
席
者
を
迎
え
、
第
33
回
Ｏ
Ｂ
会
総
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
総
会
に
先
立
ち
、
今
年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
ち
な
み
出

席
者
全
員
に
よ
る
集
合
写
真
撮
影
を
行
い
ま
し
た
。
会
員
物

故
者
へ
の
黙
祷
、
会
長
挨
拶
、
来
賓
祝
辞
に
つ
づ
き
第
１
号

か
ら
５
号
議
案
の
承
認
。
米
寿
を
迎
え
ら
れ
た
９
名
を
代
表

し
上
田
武
夫
さ
ん
、
山
本
昭
雄
さ
ん
へ
の
記
念
品
授
与
が
行

わ
れ
閉
会
の
後
、
茨
城
よ
り
毎
年
ご
参
加
の
栗
原
健
郎
さ
ん

に
よ
る
乾
杯
の
音
頭
で
懇
親
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

特集
報告 総会スローガン －　元気で再会、楽しい総会　笑顔の輪！－

山上哲也会長挨拶

「てくてく・かむかむ・ニコニコ」の生活は健康の秘訣

　ご安全に！　本日、第33回周南OB会総
会を開催するにあたり、松永所長、新村委
員長をはじめ日新製鋼並びに労働組合の幹
部の方々、ご多忙中のところご臨席を賜り、
誠にありがとうございます。
　さて、OB会の皆様、『元気で再会・楽
しい総会・笑顔の輪』のスローガンのもと、
このように大勢の参加を頂き、有難うござ
います。中でも岡村昭さんや栗原健郎さん
のように、遠く千葉の船橋や茨城の土浦か
ら毎回出席して頂き、総会を盛り上げて頂
いております。更には市川から来られた福
場孜さんのように昨年周南OB会に入会し、
もう常連組になって頂いており、本当にあ
りがとうございます。この様に多くの会員
のみなさんが、夫々の熱い思いでOB会に
向き合って頂いているお陰で周南OB会が
元気にやっていけているのだと思います。
また、本日の出席者の中には90歳以上の
方が４名居られます。山本尚布さん・山本
雄三さん・松本達夫さん・中村好男さんで、
最高齢は山本尚布さんの96歳です。なん
と96歳です。この方たちも総会常連組です。
　ここで最近よく耳にするようになった健
康寿命のことにちょっと触れてみたいと思
います。健康寿命とは、日常的に介護などのお世話にならず、自立した健
康な生活ができる期間のことです。平成25年のデータでは、平均寿命と
の差は男性で９年、女性で12年となっています。かなり大きい数字です。
先般、ある会の席での自民党の高村副総裁のご挨拶の中で次のようなお話
がありました。健康であり続ける秘訣をお医者さんにお尋ねしたら、『【て
くてく・かむかむ・ニコニコ】の生活を送ることです』と言われた。【て
くてく】はウォーキングですね。【かむかむ】はよく噛んで食べること、
よく噛むことによって歯根膜を通して脳に刺激を与えるのだそうです。【ニ
コニコ】は笑顔ですよね。最近笑顔の効果についてはいろいろと研究され
ており、ストレス解消など、健康によい効果があることが分かってきてお
ります。このお話をそっくり受け売りで皆さんにお勧めします。【てくてく・
かむかむ・ニコニコ】会員数の減少傾向にある中、皆さんがいつまでもお
元気で、今年のスローガンのような『元気で再会・楽しい総会・笑顔の輪』
の総会が大勢の出席者の下で続いていくことを願っております。最後にな
りましたが、今日の総会開催に当たり日新製鋼および労働組合よりご支援
を賜ると共に、会場その他の諸準備にご尽力を頂いた人事チームや新和企
業、栄食メディック、ならびに、OB会役員の皆様に改めてお礼申し上げ
ます。有り難うございました。

周南・衣浦のシステム統合化で
　　　　　　　　シナジー効果の最大化を目指す

組合活動に対するOB会の理解と
　　　　　　　　　　支援に心より感謝を

松永 滋　周南製鋼所所長ご祝辞

　皆さん　ご安全に！　まずは、第33回のOB会総会がこのようにたくさんの出席者
のもと開催されますこと、心よりお慶び申し上げますとともに、所の幹部をお招きい
ただき、厚く御礼申し上げます。さて、この場をお借りし、この１年間の会社の状況
につきましてご報告させていただきます。
　平成27年度の鉄鋼業界は、自動車分野や建築分野を中心に国内の鋼材需要が弱含み、
市中鋼材在庫が高水準で推移するなど厳しい状況が続いてまいりました。またにわか
に進行した円高や過剰生産に起因する中国の鋼材輸出増加による国内外の市況悪化など、
多くのマイナス要因に直面する展開となりました。当社の連結業績については、収益
確保及び統合シナジー効果の最大化に向けた製造・販売一体となった取組みを精力的
に進めたものの、原料価格の下落に伴う在庫評価損の発生や海外投資会社の株式評価
損計上など一過性の減益要因もあり、連結売上高は5,470億円（対前期▲704億円）、
連結経常利益は62億円（同▲134億円）となったものの、在庫評価を除く実力ベース
経常利益では197億円（同＋１億円）と前期並みの収益を確保いたしました。
　ステンレスは在庫評価損の発生、海外グループ会社業績の苦戦もあり、経常利益は
▲110億円（対前期▲145億円）、在庫評価を除く実力ベースで▲20億円（同30億円）
となりました。
　平成28年度の鉄鋼業界は、中国の過剰生産に伴う鋼材市況低迷や継続する円高局面
など、厳しい状況が続いております。このような環境のもと、当社グループは24号中
期連結経営計画の最終年度として各種構造改革の完遂や統合シナジー最大化に向けた
取組みを鋭意推進し、経営基盤の構築に努めているところでございます。しかしながら、
鋼材市況下落、原料炭価格の急騰による大幅なコストアップなどの影響により、今年
度の業績見通しは連結経常利益で75億円となる見込みです。うちステンレスについて
は在庫評価の影響が大きく20億円の赤字と非常に厳しい収益見通しであり、在庫評価
損を除いた実力ベースでは10億円の黒字見通しです。ステンレス事業に関しましては、
昨年度は『ステンレス製造本部』の設置、新連続鋳造設備（2CC）の稼動、衣浦製鋼

休止に伴う、周南製鋼所への一元化を実施いたしました。今年度は、周南製鋼所と衣浦製造所のシステム統合を
行い、統合シナジー効果の最大化を更に進めてまいります。
　これらにより、ステンレス事業の着実な収益改善を図り、諸先輩方が築いてこられた周南製鋼所をさらに発展
させ、より一層強い製鋼所にするために、現役一同、改めて全力を尽くす所存でございます。OBの皆様におか
れましては、これまで以上のご指導、ご鞭撻を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。日新製鋼周南OB
会のますますのご発展とOBお一人お一人のご健勝を祈念いたしまして、ご挨拶といたします。ご安全に！

　日新製鋼周南OB会「第33回総会」のご盛会を心よりお祝い申し上げます。OB会の
皆様には、夫々の地域でボランティアをはじめとする社会福祉貢献活動にも、ご尽力
頂いていると聞いており、我々現役としても誇りに思うところであり、引き続き社会
貢献活動にご尽力をお願いします。又、日頃から労働組合の諸活動に対しまして、絶
大なるご理解とご協力、更にはご支援を頂いていますことに、心から感謝申しあげます。
　去る５月に施行されました「周南市議会議員選挙」では、OB会の皆様の力強いご支
援と組織一体となった取り粗みを展開した結果、「得重謙二」氏を再び市政の場に送り
出して頂きましたことに、心から感謝申し上げます。今後につきましても、働く全て
の労働者の「雇用と生活の安心・安定」更には「生活の基盤となる産業・企業の発展」
のために、引き続き議員活動の充実に向けた取り組みを展開しながら、皆様方に恩返
しする所存です。
　一方、日新製鋼労働組合は、前身である「日亜製鋼労働組合」の結成より70周年を
迎えました。これも偏に組合結成から今日まで労働運動に心血を注がれた先輩方のご
尽力や関係各位のご厚情の賜物であり、心から感謝申し上げます。今後につきましても、
日新製鋼労働組合の歴史と伝統を、我々現役がしっかり受け継ぎ、更なる組織の発展
に向けて邁進して参りますので、引き続き皆様方のご指導とお力添えを賜りますよう、
お願い申し上げます。
　まだまだ企業を取り巻く環境は不透明な状況が続くものと思いますが、労働組合と
しても我々の使命である「雇用と生活の安心・安定」を目指し、労使一丸となってこ
の難局を乗り越えていく所存であります。
　最後に、OB会の益々のご発展と、ご参集の皆様方が末長くお元気で、ご多幸であり
ますよう祈念申し上げます。

新村 一男　労働組合周南支部委員長ご祝辞
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～�OB会総会に参加して�～

こ
の
度
の
Ｏ
Ｂ
会
は
３
０
０
名
に
満
た
ず
会
員
の
１
／
３
の
出
席
と
や
や
寂

し
い
感
じ
が
し
た
。
ま
た
私
の
年
齢
（
70
才
）
以
下
の
参
加
者
も
少
な
く
高

齢
化
が
目
立
ち
ま
し
た
。
新
加
入
者
も
少
な
い
よ
う
で
Ｏ
Ｂ
会
離
れ
が
危
惧

さ
れ
る
。
体
育
館
入
場
後
の
集
合
写
真
、
ア
イ
デ
ア
は
良
い
が
は
た
し
て
自

分
の
顔
が
見
つ
け
ら
れ
る
か
心
配
で
す
。
会
を
準
備
さ
れ
る
役
員
の
皆
さ
ん
、
会
社
、
新

和
企
業
、
組
合
の
方
々
に
頭
の
下
が
る
思
い
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
誘
い

合
い
で
会
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。�（
岩
瀬
元
さ
ん　

周
南
市　

元
保
全
課
）

北
九
州
に
住
ん
で
い
る
の
で
、
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
や
一
緒
に
苦

労
し
た
方
々
と
の
再
会
を
、
毎
年
楽
し
み
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
御
指
導
い
た
だ
い
た
先
輩
方
の
姿
が
少
し
ず
つ
減
っ
て

い
く
の
を
寂
し
く
感
じ
ま
す
。
健
康
面
で
い
ろ
い
ろ
問
題
を
抱
え
て

い
ま
す
が
、
来
年
も
元
気
に
参
加
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

�

（
武
部
一
男
さ
ん　

北
九
州
市　

元
設
備
部
）

昨
年
定
年
を
迎
え
、
今
回
初
め
て
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
周
南

在
籍
が
短
か
っ
た
の
で
参
加
に
躊
躇
し
ま
し
た
が
、
何
十
年
ぶ
り
か

に
諸
先
輩
方
に
お
会
い
が
で
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
大
変
元
気
な
ご
様

子
で
、
逆
に
元
気
を
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、
会
場
運
営
に
あ
た
っ
て

は
Ｏ
Ｂ
会
、
日
新
、
新
和
の
皆
様
の
ご
尽
力
の
賜
物
だ
と
思
い
ま
す
。
先
輩
後
輩

上
司
部
下
の
関
係
を
離
れ
、
大
変
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
中
、
楽
し
い
時
間
を
過

ご
せ
ま
し
た
。
来
年
も
ぜ
ひ
参
加
し
た
い
で
す
。

�

（
中
村
和
弘
さ
ん　

周
南
市　

元
本
社　

Ｈ
28
年
入
会
）

事
務
局
、
現
役
の
お
世
話
役
の
方
々
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

長
ら
く
千
葉
に
い
て
、
昨
年
徳
山
を
飛
び
越
し
て
福
岡
へ
転
居
、
博

多
か
ら
45
分
で
徳
山
で
す
か
ら
気
楽
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
３
０
０
人
近
く
の
昔
の
仲
間
の
元
気
な
顔
を
見
て
、
元
気
を

も
ら
い
ま
し
た
。
皆
の
笑
顔
は
格
別
で
す
。
総
会
の
会
計
報
告
は
簡
潔
で
よ
か
っ

た
で
す
。
懇
親
会
に
つ
い
て
は
、
①
料
理
は
多
す
ぎ
ま
す
。
好
み
も
あ
る
で
し
ょ

う
が
巻
き
ず
し
は
不
要
で
は
？
②
記
念
写
真
は
良
い
と
思
い
ま
す
。
毎
年
や
れ
ば

良
い
で
す
。
③
演
台
と
後
列
テ
ー
ブ
ル
席
が
遠
く
お
顔
が
よ
く
見
え
ま
せ
ん
。
後

列
席
を
も
っ
と
前
へ
寄
せ
て
は
い
か
が
で
す
か
？
④
全
般
に
各
テ
ー
ブ
ル
の
間
隔

が
遠
す
ぎ
て
不
便
で
す
。
い
ろ
い
ろ
書
き
ま
し
た
が
全
体
と
し
て
は
特
に
悪
い
点

は
な
く
大
変
楽
し
ま
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

�

（
中
村
照
久
さ
ん　

福
岡
市　

元
設
備
部
）

私
は
初
め
て
Ｏ
Ｂ
会
に
出
席
し
ま
し
た
。
職
場
の
皆
さ
ん
と
色
々
な

話
し
を
し
ま
し
た
が
や
は
り
身
体
の
こ
と
ば
か
り
で
し
た
。
私
は
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
野
球
の
指
導
し
な
が
ら
健
康
維
持
に
努
め
て
い
ま
す
。

皆
様
と
再
会
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

�

（
宮
本
國
彦
さ
ん　

周
南
市　

元
設
備
部　

Ｈ
27
年
入
会
）

年
に
一
度
、
出
席
す
る
度
に
皆
さ
ん
と
の
再
会
に
喜
び
を
感
じ
る
。
苦
楽
を

共
に
し
た
人
達
と
の
会
話
で
色
ん
な
思
い
出
が
蘇
る
。
当
時
は
言
え
な
か
っ

た
事
も
今
な
ら
言
え
る
。
言
い
た
く
な
い
事
を
言
っ
た
の
も
全
て
仕
事
を
達

成
す
る
上
で
の
話
。
今
な
ら
思
い
出
話
し
と
し
て
理
解
を
頂
け
る
の
も
Ｏ
Ｂ

会
の
良
さ
で
あ
る
。
多
く
の
方
と
話
し
を
交
わ
し
て
い
る
と
思
わ
ぬ
繋
が
り
が
あ
っ
て
驚

き
を
覚
え
た
り
す
る
。
戦
後
の
復
興
期
に
苦
難
の
中
で
活
躍
し
て
き
た
人
達
も
多
く
、
一

丸
と
な
っ
て
や
っ
て
来
た
か
ら
今
の
周
南
製
鋼
所
が
あ
る
と
思
う
と
感
慨
深
い
。
現
役
の

方
達
が
さ
ら
に
良
き
も
の
へ
と
努
力
さ
れ
て
い
る
事
は
う
れ
し
い
限
り
で
あ
る
。
お
世
話

し
て
い
る
役
員
の
方
達
に
も
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

�

（
北
島
邦
男
さ
ん　

大
阪
市　

元
設
備
部
）

古
人
曰
く
「
友
あ
り
遠
方
よ
り
来
る
ま
た
楽
し
か
ら
ず
や
」。
昔
々
の
中
国

は
交
通
が
不
便
だ
っ
た
の
で
遠
方
か
ら
の
友
は
珍
し
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

現
在
は
土
浦
か
ら
徳
山
間
約
６
時
間
半
。
東
京
出
張
が
夜
行
列
車
だ
っ
た
事

を
思
え
ば
ず
い
ぶ
ん
楽
に
な
り
ま
し
た
。
周
南
勤
務
は
約
７
年
間
で
し
た
が

（
そ
れ
に
し
て
は
大
き
な
顔
し
て
る
？
）
周
南
時
代
は
最
も
楽
し
い
時
期
で
し
た
。（
あ
れ

や
こ
れ
や
と
問
題
も
起
こ
し
た
け
ど
）。
Ｏ
Ｂ
会
出
席
は
大
変
楽
し
み
で
特
別
な
事
情
が

な
い
限
り
毎
回
お
邪
魔
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
総
会
は
関
係
者
の
方
々
の
工

夫
と
努
力
で
議
事
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
行
し
、
懇
親
会
も
丁
度
よ
い
長
さ
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
昔
話
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

�

（
栗
原
健
郎
さ
ん　

土
浦
市　

元
製
鋼
部
）

退
職
し
か
れ
こ
れ
十
数
年
が
経
ち
光
陰
矢
の
如
し
で
、
何
を
す
る
で
も
な
く

年
月
を
重
ね
て
し
ま
い
ま
し
た
。
後
の
人
生
を
考
え
て
い
た
時
、
Ｏ
Ｂ
会
に

入
会
を
誘
わ
れ
今
年
入
会
し
ま
し
た
。
思
い
切
っ
て
総
会
に
出
席
、
会
場
へ

足
を
運
ぶ
と
心
が
開
か
れ
た
思
い
で
し
た
。
昔
の
多
く
の
方
々
と
話
も
弾
み
、

元
気
で
過
ご
す
糧
が
湧
い
て
ま
い
り
、本
当
に
心
身
と
も
に
良
か
っ
た
。
多
く
の
世
話
人
・

役
員
さ
ん
有
難
う
御
座
い
ま
し
た
。

�

（
関
谷
旭
さ
ん　

防
府
市　

元
冷
延
課　

Ｈ
28
年
入
会
）

遠
路
は
る
ば
る
参
加
さ
れ
て
い
る
方
、
最
近
新
規
入
会
さ
れ
た
会
員
の

皆
さ
ん
に
感
想
を
お
伺
い
し
ま
し
た

平成29年趣味グループ活動計画

○例会　第３水曜日　９時30分～15時
○場所　�日新製鋼厚生会館和室　但し、１月、７月は

岐山倶楽部で例会および懇親会を行う。
○会費　千円（昼食代他）
○対局方法　段級位ハンディ戦
　担当幹事　落合 市郎　℡0834-31-3125

○春季の部（４月中旬）

　～大平山を歩く～
　�防府市大平山の旧ロープウェイ山麓駅から山頂駅の間、

往復12kmを歩きます。多くの方が歩けるよう車道を�

ゆっくり歩きます。

○秋季の部（10月中旬）

　～山口市内名所旧跡をぐるり歩く～
　担当幹事　藤井 暢子　℡0834-29-0704

　　　　　　柳谷 英治　℡0834-22-2753

○OB会ゴルフコンペ日程
　第172回　３月21日（火）　　徳山国際CC
　第173回　４月27日（木）　　周防CC
　第174回　５月25日（木）　　中須GC
　第175回　７月25日（火）　　徳山国際CC
　第176回　９月28日（木）　　周防CC
　第177回　11月30日（木）　　中須GC
　担当幹事　河野 龍秀　℡090-8967-7977
　　　　　　高光 修司　℡0834-68-4018

○開催日　毎日曜日　（２～４回）13時～
○場　所　陶房「春」（周南市戸田3231）
○会　費　３千円/月（用具・粘土は含む、専門家の
　　　　　指導あり）
○募　集　初めての方、大いに歓迎します。
　担当幹事　松村 　整　℡0834-83-3671
　　　　　　岩山 要治　℡0834-63-6806

「雲仙・島原の旅」５月22日、23日
　詳細は別途連絡。ご夫婦での参加を歓迎します。
○申し込みは、事務局又は担当幹事に連絡を。
　担当幹事　荒木 俊英　℡0834-63-9520
　　　　　　江波 一男　℡0834-63-2491

○釣り大会　６月上旬　鯵釣り
　　　　　　９月下旬　鯵釣り
○集合場所　肌合わせ漁港
　釣り場、参加費等、別途連絡
○募集人員　20名程度
　担当幹事　国本 恒保　℡0834-63-4831
　　　　　　徳原 雅士　℡0834-63-6429

○例会　１月、３月、７月、９月の第４水曜日
○グループ別リーグ戦　５月、11月の第４水曜日
　いずれの予定日も祭日と重なった場合は、翌週の
　水曜日とする。
○時間　９時15分～14時頃まで
○場所　岐山倶楽部
○参加費　例会　昼食代実費
　　　　　リーグ戦　賞品代1,000円＋昼食代
○申し込み要領
例会：練習将棋であり特に案内はいたしません。自由
参加で当日参加者の誰とでも対戦できます。初参加希
望者は幹事に電話下さい。詳細案内をいたします。
リーグ戦：往復はがきで案内しますので返信下さい。
初参加の方も幹事まで連絡下さい。先ずＣグループで
オープン参加していただきます。
　担当幹事　渡邉 　勲　℡0834-28-7928
　　　　　　磯崎 卓司　℡0834-28-6932

○例会　３月、７月、９月、12月、１月
　　　　奇数月第２水曜日　17時～20時
　　　　（11月は総会のため12月に変更）
○場所　「クレソンハウス」（周南市橋本町１の53）
○会費　３千円（カラオケ、飲食代ほか）
　担当幹事　原田 　亮　℡0834-63-5200
　　　　　　浅田 幸雄　℡0834-63-1714

○例会　毎月第２火曜日　９時30分～12時
○場所　岐山倶楽部
　担当幹事　山本 靖彦　℡0834-88-1990

○１月、２月　玉ねぎの草取り
○３月　春馬鈴薯種芋の植え付け
○４月　馬鈴薯の芽欠き、落花生苗の植え付け
○５月　空豆の収穫
○６月　馬鈴薯・玉葱収穫、薩摩芋の畝作り
○７月　薩摩芋植え付け、玉葱の収穫
○８月　薩摩芋の草取り
○９月　薩摩芋の草取りとつる返し
○10月　落花生と里芋の収穫
○11月　薩摩芋の収穫、玉葱苗の植え付け
　　　　空豆の種まき
　担当幹事　福田 　勤　℡0834-21-9366
　　　　　　吉光 啓輔　℡0834-62-0793

陶
　
芸

短
　
歌

菜
　
園

旅
　
行

釣
　
り

ア
ウ
ト
ド
ア

囲
　
碁

将
　
棋

ゴ
ル
フ

カ
ラ
オ
ケ

電話/FAX　0834-63-1128
メール nisshin-ob@poppy.ne.jp

（事務局在席 月・水・金　10時～14時）

申し込みは事務局へ
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①
片
足
立
ち
で
靴
下
が
は
け
な
い
。

②
家
の
中
で
つ
ま
ず
い
た
り
、
滑
っ
た

り
す
る
。

③
階
段
を
上
が
る
の
に
手
す
り
が
必
要

で
あ
る
。

④
横
断
歩
道
を
青
信
号
で
渡
り
き
れ
な

い
。

⑤
十
五
分
く
ら
い
続
け
て
歩
く
こ
と
が

で
き
な
い
。

⑥
二
キ
ロ
グ
ラ
ム
程
度
の
買
い
物
を
し

て
持
ち
帰
る
の
が
困
難
で
あ
る
。（
一

リ
ッ
ト
ル
の
牛
乳
二
本
程
度
）

⑦
家
の
や
や
重
い
仕
事
が
困
難
で
あ
る
。

（
掃
除
機
の
使
用
、
布
団
の
上
げ
下
ろ

し
な
ど
）
思
い
当
た
る
も
の
が
、
い
く

つ
あ
り
ま
し
た
か
？　

こ
れ
は
日
本
整

形
外
科
学
会
が
、
筋
肉
や
関
節
・
骨
な

ど
の
「
運
動
器
」
の
機
能
低
下
を
見
極

め
る
た
め
の
チ
ェ
ッ
ク
方
法
と
し
て
紹

介
し
て
い
る
も
の
で
す
。
一
つ
で
も
思

い
当
た
る
も
の
が
あ
れ
ば
、
自
分
で
立

つ
、
歩
く
た
め
の
重
要
な
足
腰
や
お
尻

の
筋
肉
の
状
態
が
要
注
意
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

筋
力
は
三
十
歳
頃
か
ら
緩
や
か
な
下

降
線
を
描
い
て
低
下
し
始
め
、
五
十
代

に
な
る
と
そ
の
速
度
は
急
激
に
加
速
し
、

五
十
代
以
降
は
一
年
に
一
％
前
後
低
下

す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
立

ち
上
が
る
の
に
必
要
と
さ
れ
る
筋
力
は

七
十
五
歳
で
は
二
十
歳
頃
の
約
半
分
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
加
齢
以
外
に
も
筋
力
低
下
を

起
こ
す
原
因
が
あ
り
ま
す
。そ
れ
は「
動

か
な
い
こ
と
」
で
す
。
動
か
な
い
こ
と

の
最
た
る
も
の
で
あ
る
寝
た
き
り
は
、

一
日
あ
た
り
一
％
前
後
の
筋
力
低
下
が

起
こ
っ
て
し
ま
う
た
め
、
寝
た
き
り
一

日
は
一
つ
年
を
と
る
こ
と
と
同
等
に
な

る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、「
動
か
な
い
こ
と
」
の
対
局

に
あ
る
も
の
は「
こ
ま
め
に
動
く
こ
と
」

で
す
。「
こ
ま
め
に
立
ち
上
が
り
、動
く
」

だ
け
で
も
身
体
を
重
力
に
反
し
て
移
動

さ
せ
る
た
め
、
抗
重
力
作
用
が
働
き
、

全
身
の
筋
肉
を
く
ま
な
く
動
か
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

抗
重
力
筋
と
は
、
そ
の
名
の
と
お
り

重
力
に
抗
う
筋
肉
な
の
で
、
直
立
姿
勢

を
と
る
こ
と
で
鍛
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
ま
ず
日
常
生
活
の

中
で
、「
立
つ
、
立
ち
上
が
る
」
の
回

数
を
増
や
し
、さ
ら
に
は
、立
ち
上
が
っ

た
時
に
、
ス
ッ
と
背
筋
を
伸
ば
し
て
美

し
い
立
ち
姿
と
な
る
こ
と
を
意
識
し
て

み
ま
し
ょ
う
。
立
ち
上
が
っ
た
時
や
歯

磨
き
を
す
る
時
に
背
筋
を
ス
ッ
と
伸
ば

し
、
お
尻
を
キ
ュ
ッ
と
締
め
、
お
腹
を

へ
こ
ま
せ
、
綺
麗
な
立
ち
姿
を
作
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。
正
し
く
、
美
し
く
立
つ

た
め
に
は
、
背
骨
が
ゆ
る
や
か
な
Ｓ
字

カ
ー
ブ
を
描
い
て
い
る
の
が
必
須
条
件

で
す
。
壁
ス
ト
レ
ッ
チ
で
背
中
・
骨
盤

の
傾
斜
を
修
正
し
、
正
し
く
立
っ
て
み

ま
し
ょ
う
。

①
壁
に
ぴ
っ
た
り
と
背
中
を
付
け
て
立

ち
ま
す
。

②
少
し
膝
を
曲
げ
て
腰
を
落
と
し
ま
す
。

③
も
と
の
姿
勢
に
戻
り
ま
す
。

こ
れ
だ
け
で
、
背
中
の
カ
ー
ブ
と
骨
盤

の
傾
斜
と
を
修
正
し
、
綺
麗
な
立
ち
姿

に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

参
考
文
献
①
立
つ
だ
け
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー

（
山
田
恵
子
）
②
カ
ラ
ダ
が
変
わ
る
！

姿
勢
の
科
学
（
石
井
直
方
）。

康
健

ズ
ー
リ
シ周

南
製
綱
所

総
務
部　

人
事
チ
ー
ム

ト
レ
ー
ナ
ー　

古
谷 

真
弓

こ
ま
め
に
立
ち
、

　
ス
ッ
と
背
筋
を
伸
ば
そ
う
!!

　

左
記
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
り
、
近
況
を
報
告
い
た
だ
き
ま
し
た
。

①　

健
康
状
態
は
い
か
が
で
す
か
？

　
　

日
々
、健
康
維
持
に
気
を
つ
け
て
お
ら
れ
る
こ
と
は
何
で
す
か
。

②　

日
々
、
楽
し
み
に
し
て
お
ら
れ
る
こ
と
は
何
で
す
か
。

③　

Ｏ
Ｂ
の
皆
さ
ん
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

④　

自
由
意
見
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
書
き
下
さ
い
。

①
62
歳
で
退
職

し
農
家
を
継
ぎ

ま
し
た
。
そ
の

翌
年
、
健
康
診

断
で
病
気
が
見

つ
か
り
農
閑
期

に
入
院
手
術
を

し
ま
し
た
。
幸
い
経
過
は
良
好
で
そ
の
後

の
定
期
検
診
で
も
異
常
は
あ
り
ま
せ
ん
。

健
康
管
理
と
し
て
毎
月
の
内
科
や
３
ヶ
月

毎
の
歯
科
受
診
と
、
時
々
整
体
に
通
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
ボ
ケ
防
止
に
下
手
な
エ
レ

キ
ギ
タ
ー
や
ベ
ー
ス
、
エ
レ
ク
ト
ー
ン
で

指
の
運
動
を
心
掛
け
る
と
共
に
、
ボ
ケ
封

じ
の
観
音
様
に
お
参
り
し
て
い
ま
す
。

②
米
、
野
菜
、
椎
茸
を
栽
培
し
て
お
り
、

米
は
食
味
値
目
標
「
優
良
」
を
掲
げ
土
中

堆
肥
化
や
天
地
返
し
を
し
て
い
ま
す
。
大

好
き
な
ト
ラ
ク
タ
ー
作
業
な
の
で
楽
し
く
、

中
山
間
地
で
草
刈
り
が
大
変
で
す
が
い
ろ

ん
な
草
刈
り
機
で
対
応
し
て
い
ま
す
。
繁

忙
期
に
は
シ
ル
バ
ー
の
助
っ
人
さ
ん
に
徳

山
か
ら
駆
け
つ
け
て
も
ら
い
ま
す
。

刈
っ
た
草
は
田
に
肥
料
と
し
て
還
元
し
て

い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
平
成
28
年
に
や
っ

と
食
味
値
「
優
良
」
を
達
成
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
新
た
な
目
標
と
し
て
食
味
値

「
極
上
」
を
目
指
し
て
精
進
し
必
ず
達
成

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

③
在
職
中
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

お
陰
様
で
今
日
が
あ
り
ま
す
。
皆
様
に
深

く
感
謝
し
て
い
ま
す
。

④
特
に
な
し
。

 

玖
村
　
博
康

�　

周
南
市
中
金
剛
山　

昭
和
14
年
生　

元
精
整
課

①
退
職
し
て
16

年
何
事
も
な
く

健
康
に
過
ご
し

て
い
ま
し
た
が
、

一
昨
年
４
月
に

血
圧
が
高
く
な

り
体
調
を
崩
し

ま
し
た
。
現
在
で
は
薬
と
サ
プ
リ
メ
ン
ト

に
助
け
ら
れ
、
今
は
体
調
も
回
復
し
元
気

に
過
ご
し
て
い
ま
す
。

②
退
職
後
に
知
人
の
紹
介
で
、
周
防
大
島

の
ミ
カ
ン
畑
を
借
り
て
60
の
手
習
い
で
ミ

カ
ン
作
り
に
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。
ミ
カ

ン
は
天
候
の
変
化
に
左
右
さ
れ
や
す
く
品

質
、
収
穫
量
に
も
悩
ま
さ
れ
ま
す
。
島
民

の
方
々
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
作

業
に
励
ん
で
い
ま
す
。

③
１
年
に
１
回
の
Ｏ
Ｂ
会
総
会
に
楽
し
く

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

④
な
し

周
防
大
島
で
ミ
カ
ン
作
り

 

渡
邉
　
久
夫

�　

周
南
市
馬
神　

昭
和
25
年
生　

元
生
産
管
理
部

�

検
査
課

美
味
し
い
米
作
り
奮
闘
中

とぴっくす

吉木正實さん旭日双光章を受章

平成28年秋の叙勲で吉木正實さんが、
新南陽市と周南市の市議会議員時代に
総務水道、教育民生、市民経済の各常
任委員長や、周南市合併協議会特別委
員会副委員長などを、是々非々の姿勢
で務めた22年間の功績に対し栄誉が
贈られました。受賞伝達式は11月４
日に県庁で行われました。

（周南市野村　昭和21年生　元製鋼課）
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上田 武夫さん

岡村　昭さん

船橋市習志野台
S4.10.12生

元�本社

●
12
年
前
に
奥
さ
ん
を
亡
く
し

一
人
で
暮
ら
し
て
い
る
。
娘
さ

ん
（
光
市
）
が
時
々
来
る
。
食

事
は
自
分
で
作
る
。
車
の
運
転

も
す
る
。
眼
鏡
は
不
要
。
朝
４

時
30
分
起
床
～
朝
食
～
小
学
生

の
交
通
立
哨
。
朝
、
夕
30
分
以

上
歩
い
て
い
る
。
●
20
代
の
頃

に
始
め
た
写
真
は
プ
ロ
の
レ
ベ

ル
で
、
全
国
各
地
を
ま
わ
り
撮

影
し
た
写
真
は
１
０
０
冊
以
上

の
ア
ル
バ
ム
に
一
枚
一
枚
コ
メ

ン
ト
付
き
で
整
理
さ
れ
て
い
る
。

大
型
写
真
も
大
量
に
あ
り
、
重

ね
る
と
厚
さ
１
ｍ
く
ら
い
に
な

る
と
の
こ
と
。
愛
用
の
カ
メ
ラ

は
20
台
位
あ
る
。
こ
れ
ま
で
に

オ
ー
ル
ド
ボ
ー
イ
へ
も
多
数
投

稿
し
た
。
●
戦
時
中
、
少
年
航

空
隊
で
奈
良
か
ら
転
々
と
し
高

知
で
終
戦
と
な
っ
た
。
奈
切
へ

入
社
。
富
田
工
場
、
南
陽
工
場

で
Ｃ
Ｂ
班
長
、
焼
鈍
酸
洗
課
作

業
長
、
教
育
担
当
な
ど
を
務
め

た
。

●
退
職
し
て
癌
に
な
り
７
年
間

病
院
に
お
世
話
に
な
り
そ
の
後

は
元
気
に
し
て
い
ま
す
。
健
康

に
関
し
て
特
に
気
を
つ
け
て
い

る
こ
と
は
、
毎
日
の
規
則
正
し

い
生
活
が
基
本
で
す
。
ま
ず
朝

６
時
半
の
ラ
ジ
オ
体
操
で
始
ま

り
、
午
後
１
時
間
の
愛
犬
と
の

散
歩
そ
し
て
１
週
間
お
き
の
野

菜
つ
く
り
で
す
。
ま
た
船
橋
Ｏ

Ｂ
会
の
歩
こ
う
会
に
参
加
（
６

～
７
㎞
）。
年
間
20
～
25
回
の

ゴ
ル
フ
で
楽
し
い
人
生
を
送
っ

て
い
ま
す
。

年光 春雄さん

周南市久米
S4.1.2生
元�保全課

●
奥
さ
ん
と
二
人
暮
ら
し
。最
近
、

弟
さ
ん
（
日
新
Ｏ
Ｂ
）
が
逝
去
。

車
椅
子
の
生
活
で
、
元
気
な
奥

さ
ん
が
介
護
さ
れ
て
い
る
。
週

３
日
近
く
の
ケ
ア
ハ
ウ
ス
で
リ

ハ
ビ
リ
中
。
６
時
半
起
床
、
夜

９
時
就
寝
の
パ
タ
ー
ン
。
食
事

は
何
で
も
食
べ
る
。
酒
は
昔
か

ら
飲
ま
な
い
。
●
Ｔ
Ｖ
は
、

ニ
ュ
ー
ス
、相
撲
な
ど
の
ス
ポ
ー

ツ
な
ど
を
。
家
族
に
恵
ま
れ
て

お
り
、
子
供
２
人
、
孫
５
人
、

ひ
孫
11
人
。
毎
年
春
と
秋
に
、

皆
で
小
旅
行
を
た
の
し
ん
で
い

る
。
●
昭
和
18
年
養
成
工
で
奈

切
へ
入
社
。
電
気
工
事
、
鋼
板

電
気
、
帯
鋼
電
気
か
ら
南
陽
工

場
電
気
へ
。
最
後
は
、
制
御
技

術
課
総
作
業
長
を
務
め
た
。
●

昔
、
車
の
な
い
時
代
、
故
障
修

理
の
た
め
、
夜
中
に
度
々
呼
び

出
さ
れ
タ
ク
シ
ー
で
会
社
へ

行
っ
た
も
の
。（
奥
さ
ん
談
）

●
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
支
援
に

よ
り
、
大
過
な
く
過
ご
せ
、
感

謝
し
て
い
る
。

西田 良策さん

周南市緑町
S4.6.6生

元�生産計画課

●
新
設
計
風
の
お
し
ゃ
れ
な
家

に
奥
さ
ん
と
二
人
住
ま
い
。
子

供
さ
ん
は
市
内
に
住
ん
で
い
る
。

食
事
、
洗
濯
は
全
て
自
分
で
や

る
。
晩
酌
は
ビ
ー
ル
一
本
。
車

で
買
い
出
し
に
行
く
。
●
奥
さ

ん
の
介
護
で
忙
し
く
、
自
由
な

時
間
が
少
な
く
、
趣
味
事
は
出

来
な
い
。
●
奈
切
の
鋼
板
工
場

へ
入
社
。
南
陽
工
場
熱
延
の
立

ち
上
げ
時
に
異
動
。
そ
の
後
、

工
程
課
、生
産
計
画
課（
フ
ォ
ー

ク
リ
フ
ト
）
な
ど
に
勤
務
し
昭

和
63
年
に
定
年
退
職
し
た
。

下松市生野屋西
S4.6.29生

元�焼鈍酸洗課

８名の賀寿の皆さんのご自宅に、長寿番付表と記念品をもってお伺いし、
近況や思い出話などをお聴きした。船橋市の岡村昭さんは封書でお願いした。

●
家
族
は
子
供
４
人
孫
10
人
で

全
員
元
気
で
す
。
●
将
来
を
見

つ
め
て
、
後
輩
へ
の
一
言
と
し

て
、
○
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

若
い
人
の
活
躍
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。
○
最
近
の
流
れ
と

し
て
企
業
の
強
弱
が
は
っ
き
り

し
て
き
た
様
に
思
い
ま
す
。
日

新
→
新
日
鉄
住
金　

市
川
→
総

合
建
材
、
サ
ン
ウ
ェ
ー
ブ
→
Ｌ

ｉ
ｘ
ｉ
ｌ
と
い
っ
た
よ
う
に
、

我
々
が
目
標
と
し
て
い
た
単
圧

→
高
炉
メ
ー
カ
ー
ｅ
ｔ
ｃ
の
夢

が
力
の
差
で
破
れ
さ
っ
て
い
く

姿
を
観
た
く
な
い
気
持
ち
で
す
。

又
最
近
、
市
川
、
周
南
、
本
社
、

サ
ン
ウ
ェ
ー
ブ
ｅ
ｔ
ｃ
の
Ｏ
Ｂ

会
に
出
席
し
て
な
に
か
元
気
が

な
い
様
な
感
じ
で
い
ま
す
。
若

い
後
輩
に
夢
を
与
え
る
よ
う
な

Ｏ
Ｂ
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

（今年の紅葉の作品）

（OB会総会で万歳三唱される岡村さん）

（インタビュー風景）

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
中
川
卓
夫
会
員
、

田
中
尚
一
副
会
長
、
大
川
勝
也
写
真

担
当
幹
事
、
熊
﨑
範
男
会
報
担
当
幹

事
が
訪
問
し
ま
し
た

藤井 親登さん
●
去
年
２
月
に
奥
さ
ん
の
三
回
忌

法
要
を
し
、
一
人
住
ま
い
。
近
く

に
娘
さ
ん
が
お
ら
れ
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
の
日
も
来
て
お
ら
れ
た
。

食
事
は
コ
ン
ビ
ニ
か
ら
取
り
寄
せ

た
り
、
娘
さ
ん
に
作
っ
て
も
ら
っ

て
い
る
。
●
足
腰
が
悪
く
長
く
歩

け
な
い
の
で
日
新
、
太
華
工
業
の

Ｏ
Ｂ
会
も
欠
席
し
て
い
る
。
車
は

運
転
出
来
、
嶽
山
荘
へ
週
３
回
リ

ハ
ビ
リ
へ
。
●
パ
ソ
コ
ン
は
検
索

程
度
を
。
陶
芸
の
経
歴
が
長
く
、

家
に
窯
が
あ
り
、
手
は
不
自
由
し

な
い
の
で
少
し
ず
つ
続
け
て
い
る
。

嶽
山
荘
の
陶
芸
ク
ラ
ブ
で
も
、
５

㎏
の
粘
土
を
練
る
。
●
昭
和
22
年

に
奈
切
へ
入
社
。
製
鋼
分
析
を
担

当（
土
居
、井
上
さ
ん
ら
が
居
た
）。

昭
和
33
年
南
陽
工
場
・
研
究
所
へ

異
動
。
製
鋼
分

析
の
経
験
を
生

か
し
分
光
分
析

機
器
を
メ
ー

カ
ー
（
島
津
）

と
共
同
開
発
し

業
界
の
先
駆
者
に
な
れ
た
。
鋼
板

表
面
検
査
機
は
開
発
初
期
か
ら
、

長
期
間
取
り
組
ん
だ
。
●
若
い
人

は
、
何
事
に
対
し
て
も
、
堂
々
と
、

や
っ
て
欲
し
い
。

●
父
の
代
か
ら
の
池
に
、
大
き
な

鯉
を
飼
っ
て
お
り
、
こ
ま
め
に
水

質
を
管
理
し
て
い
る
。
２
世
帯
３

世
代
の
６
人
が
同
居
で
暮
し
て
い

る
。
他
、
市
内
に
娘
さ
ん
と
孫
３

人
が
い
る
。
●
朝
食
は
お
粥
、
納

豆
、
昼
食
は
弁
当
、
夕
食
は
消
化

の
良
い
も
の
を
。
焼
酎
を
一
杯
。

週
４
回
ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ
で
水

中
歩
行
、
ジ
ム
で
ペ
ダ
ル
こ
ぎ
、

ヨ
ガ
な
ど
で
体
力
維
持
に
努
め
て

い
る
。
●
昭
和
23
年
19
歳
で
西
村

和
美
さ
ん
と
二
人
が
面
接
合
格
し

入
社
し
た
。
以
降
、
主
と
し
て
、

設
計
業
務
を
担
当
。
昭
和
28
年
日

本
鉄
板
勤
務
以
来
、
関
東
地
区
３

回
累
計
19
年
、
周
南
地
区
４
回
累

計
20
・
５
年
転
勤
を
経
験
し
た
。

59
歳
で
退
職
後
、
図
南
設
計
で
４

年
間
働
き
、
全
図
面
を
フ
ィ
ル
ム

一
元
化
し
た
。
図
面
の
Ｃ
Ａ
Ｄ
化

に
も
貢
献
し

た
。
●
40
歳

前
半
に
十
二

指
腸
潰
瘍
で

胃
を
２
／
３

切
除
。
50
歳

後
半
に
胆
石

で
胆
の
う
を

切
除
。
70
歳

代
に
腸
閉
塞

周南市福川
S4.12.19生
元�生産管理部

升守 一典さん

周南市毛利町
S4.1.9生
元�設備部

の
手
術
。
80
歳
代
頭
が
振
ら
つ
く
。

前
立
腺
の
薬
が
、
血
圧
を
下
げ
て

い
た
。
薬
を
変
更
し
正
常
に
な
っ

た
。
そ
の
頃
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
で
脳
腫

瘍
が
見
つ
か
り
、
３
年
半
経
過
。

こ
れ
ま
で
に
開
腹
手
術
３
回
と
４

年
前
に
白
内
障
を
手
術
し
た
が
今

は
元
気
。
眼
鏡
も
不
要
で
車
も
運

転
し
て
い
る
。

柳　一郎さん

山本 昭雄さん

周南市初音町
S4.7.6生
元�精整課

周南市福川
S4.12.25生
元�設備部

●
奥
さ
ん
、
娘
さ
ん
の
３
人
で
暮

ら
し
て
い
る
。
息
子
さ
ん
が
近
く

に
住
ん
で
い
る
。
●
徳
山
生
ま
れ

だ
が
終
戦
は
釜
山
で
迎
え
11
月
に

仙
崎
へ
興
安
丸
で
帰
国
で
き
た
。

昭
和
23
年
に
富
田
工
場
へ
入
社
。

当
時
は
土
木
工
事
が
多
く
、
食
料

が
少
な
い
時
代
だ
っ
た
の
で
痩
せ

て
い
た
。
そ
の
後
、
工
作
機
械
で

セ
ー
パ
ー
を
担
当
し
た
。
富
田
工

場
で
は
鍛
造
な
ど
も
行
っ
て
釘
、

フ
ラ
イ
パ
ン
な
ど
も
作
っ
て
い
た
。

さ
ら
に
閉
鎖
す
る
ま
で
Ｓ
Ｌ
を
担

当
し
幅
狭
の
コ
イ
ル
を
抱
え
て
い

た
の
で
怪
我
も
し
た
し
、
ヘ
ル
ニ

ア
に
も
な
り
今
も
痛
い
。
昭
和
53

年
に
南
陽
工
場
に
替
わ
っ
て
精
整

へ
。
河
村
幸
男
さ
ん
、
藤
井
親
登

さ
ん
達
に
お
世
話
に
な
っ
た
。

楽
し
か
っ
た
想
い
出
は
櫛
ヶ
浜
の

劇
場
な
ど
で
の
慰
安
会
、
慰
安
旅

行
、
運
動
会
な
ど
。
●
病
院
通
い

や
買
い
物
な
ど
の
た
め
に
運
転
免

許
を
更
新
し
た
。
玄
関
周
り
の
草

取
り
や
剪
定
を
し
て
い
る
。
●
後

輩
へ
は
、
安
全
第
一
、
健
康
第
一

で
頑
張
っ
て
欲
し
い
。

●
奥
さ
ん
と
二
人
住
ま
い
。
足
腰

が
弱
っ
た
。
車
の
運
転
は
止
め
た
。

病
院
通
い
は
バ
ス
で
。
●
晩
酌
は

焼
酎
一
杯
。
食
事
は
血
糖
値
対
策

で
、
い
ろ
い
ろ
考
え
て
い
る
。
●

昭
和
36
年
保
全
課
に
兼
重
博
司
さ

ん
と
一
緒
に
入
社
。
昭
和
41
年
当

時
の
人
事
課
長
の
厳
命
で
、
保
全

要
員
を
１
４
５
→
１
０
０
人
に
省

力
。そ
の
心
痛
に
よ
る
胃
潰
瘍
で
、

胃
の
２
／
３
を
切
除
。
そ
の
後
の

努
力
に
よ
り
、
大
酒
飲
み
に
な
れ

た
。
10
年
前
に
前
立
腺
肥
大
（
ガ

ン
）
が
見
つ
か
り
精
密
検
査
、
手

術
準
備
し
た
が
、
血
糖
値
が
高
く

て
手
術
出
来
な
か
っ
た
。
女
性
ホ

ル
モ
ン
治
療
で
、
ガ
ン
は
極
小
と

な
っ
た
。
●
昭
和
45
年
呉
設
備
技

術
課
、
昭
和
46
年
本
社
加
工
開
発

部
へ
。「
売
れ
る
も
の
を
作
れ
」と
、

社
長
指
示
が
あ
り
３
万
羽
も
入
る

鶏
小
屋
を
作
り
、
課
長
も
泥
ま
み

れ
に
な
っ
て
作
業
し
た
。
昭
和
54

年
周
南
設
備
技
術
課
へ
。
中
国
太

原
へ
派
遣
。
昭
和
60
年
日
工
周
南

支
店
、
初
代
支
店
長
就
任
。
平
成

５
～
19
年
周
南
Ｏ
Ｂ
会
幹
事
、
事

務
局
長
、
副
会
長
を
務
め
た
。

山本 研二さん

周南市櫛ヶ浜
S4.8.14生
元�製鋼課

●
奥
さ
ん
が
５
月
に
逝
去
。
妹
さ

ん
が
近
く
に
住
ん
で
い
る
。
食
事
、

洗
濯
は
自
分
で
や
る
。
晩
酌
は
酒

一
合
、テ
レ
ビ
は
ス
ポ
ー
ツ
中
心
。

●
元
気
だ
が
、
腰
が
少
し
悪
い
。

65
歳
頃
心
臓
病
に
な
り
今
は
、二
ヶ

月
に
１
回
薬
を
も
ら
う
程
度
。
自

転
車
に
も
乗
り
、車
も
運
転
す
る
。

眼
鏡
は
不
要
。
●
入
社
前
は
、
浜

の
漁
師
だ
っ
た
。
昭
和
26
年
に
奈

切
の
製
鋼
（
５
ト
ン
電
気
炉
）
で

炉
前
、
装
入
を
。
２
、
３
勤
で
運

転
。
１
勤
は
、
整
備
、
準
備
で
ト

ロ
ッ
コ
運
搬
だ
っ
た
。
昭
和
36
年

に
南
陽
工
場
電
気
炉
立
ち
上
げ
の

時
に
異
動
。
重
岡
孝
之
進
さ
ん
が

居
た
。
●
定
年
後
は
ボ
ー
ト
場
で

ア
ル
バ
イ
ト
を
や
っ
た
。
特
段
の

趣
味
は
無
い
が
、
元
気
な
の
で
、

何
で
も
や
れ
る
。

訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
　
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
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日新製鋼周南OB会員長寿番付（平成29年春場所：１月１日現在）

横
綱 

河
村
久
夫 

九
九

横
綱 

山
本
尚
布 

九
八

大
関 

神
田
茂
太 

九
六

大
関 

清
木
正
行 

九
五

関
脇 

高
橋
英
雄 

九
五

関
脇 

末
岡
時
男 

九
四

小
結 

浜
田
利
人 

九
四

小
結 

中
村
好
男 

九
三

前
頭 

西
本
孝
美 

九
三

前
頭 
明
石
幸
男 

九
ニ

前
頭 
新
田
勝
巳 

九
ニ

前
頭 
金
近
　
勝 

九
ニ

前
頭 

藤
澤
杉
夫 
九
ニ

前
頭 

福
田
辨
三 
九
一

前
頭 

伊
藤
広
一 
九
一

前
頭 

清
水
虎
彦 

九
一

前
頭 

伊
藤
義
昭 

九
一

十
両 

山
田
太
郎 

九
〇
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東西

（平成29年数え年）
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「防長の吉野をつくる会」
～桜と共に地域活動～

「晴耕雨読」

「25年ぶりカープ優勝までの変遷と男の想い！」

「山の幸を求めて」

尾﨑行雄　周南市鹿野下　昭和29年生　元技術企画Ｔ
桑田満幸　周南市中須北　昭和18年生　元精整課

�金本徹博　岩国市由宇町　昭和19年生　元情報システム課

吉本健一　下松市生野屋西　昭和14年生　元生産計画課

　平成27年９月に退職後、高速道路の休憩施設管理会社に勤めるかたわら、事務局を担
当している「防長の吉野をつくる会」を御紹介したいと思います。

１．設立の経緯　　周南市鹿野に向かう国道315号線の大向から右に入り、金峰山の麓「金峰地区」が活動地域
です。ここには奈良吉野山の祭神蔵王権現の分霊地の古事もあり、平成６年に鹿児島県での全国金峰サミットに
参加したことを契機に「防長の吉野をつくる会」が設立され22年目を迎えます。
２．活動内容　　多くの人は、遠く離れていても郷土を愛する心や地域文化を育み、心はいつも故郷に向かって
います。「心のふるさとづくり」をコンセプトに「桜の植樹」「桜まつりの
開催」「交流人口増への取組」「会報の発行」を中心に活動を展開している
ところです。
３．さくらの植樹　　金峰山南東部にある権現巌や、耕作放棄地・人口造
林放棄地へ、地区全体が桜で被われる環境造りを目指しています。現在ま
でに3,000本を植樹して本家の吉野に並ぶ植樹数になっています。７月、
11月には会員で草刈りを行っています。他に「つつじ」「紫陽花」「アヤメ」
を植えて花のある里山環境の維持・拡大に努めています。
４．さくらまつりの開催　　桜の開花に合わせて４月の第２日曜日に祭を開催しています。歩いて桜を鑑賞したり、
大人と子供による餅つきや餅まきで春の訪れを祝っています。
５．交流人口増への取組　　地方は「過疎・高齢化・人口減」に悩んでい
ますが、当地区も「地区消滅」にそんなに長い年月はかからない状況です。
特に平成25年の事件は、こうした問題に一層拍車をかけてしまいました。
こうした中で交流人口が増えるように子供達に「アサギマダラ」を呼ぶ「藤
ばかま」を植えてもらったり、地区を紹介する「金峰桜回廊」の看板を３ヶ
所に設置したりしています。
６．会報の発行　　自主独立のボランティア活動のための事業費は会費・
寄付金収入が基本で会員数の拡大は必須です。会報「防長の吉野づくり通信」を
年１回発行し会員の皆様と情報共有をしています。県内外に会員数はピーク時に
は1,700名もいましたが、現在は400名に減少しました。
　過疎・高齢化・限界集落といった有難くない言葉が全てあてはまる地区ではあ
りますが大切な故郷です。未来に何を残せるかを問われれば、「美しい環境を未
来へ」と思っています。日新OBの方にも会員として応援して頂いており感謝の
気持ちで一杯です。春になれば「なんちゅうても山奥でのんたー」という看板が
お迎えします。是非、今年の春は足を運んでみて下さい。

　光陰矢の如し・60才で退職早13年目になります。定年後の希望として田舎に引きこも
り晴耕雨読を夢見ておりました。それも束の間でした。四方八方から色々な役職の話し
が来ました。いいですよ、やってみましょう、と引き受けるうちにとうとう十指を超え
る役を頂きました。中でも民生委員の仕事が最高に忙しく、委嘱を受けはや３期目（１

期は３年）となります。高齢化に伴い我が中須地区の高齢化率も54％を超えており75才以上の二人世帯、65才
以上の独居世帯は総世帯の25％にもなります。その方々の見回り、訪問などで東奔西走しているところです。さ
て私は農業に従事しており、主として米つくり（田50アール、畑10アール）を営んでおり秋から春にかけては、
晴れた日にはトラクターで田畑の耕起を、ある時にはバックホーを運転し（平成９年免許取得）、排水不良の田の

改良工事、拡張工事などもしています。また田の中にある大きな岩石
の除去、畑のゴボウ堀りなど地区の人の要請に応じることが何度もあ
ります。妻君も定年後は大変よく手伝ってくれて時には指示したり、
されたりで感謝、感謝の毎日です。雨の日には以前買った文学全集も
読み終り、10年前からパソコンにはまり毎日一回はスイッチオン、
Word、Excel、写真、mail、インターネットなど操作に行き詰まった
時にはパソコンの教本、取
扱説明書、問題集を取り出
し解決するまで四苦八苦の

連続でしたが、今では自由に操作ができるようになり確定申告もパソ
コンで行っています。健康面には、あまり気にしない方で晩酌はビー
ル一本焼酎２～３杯、鳥の啼かない日はあれど・・・欠かしたことは
ありません。元気な秘訣は自分の適量を飲み、食べる（肉を少なく野
菜を多く塩を少なく酢を多く）そしてこまめに動くことだと自分流に思っ
ています。これからもネガティブにならず何事もポジティブに余生を送っ
ていきたいと思っております。

　私は11歳の時（1955）広島総合球場で長谷川良平が30勝した時に観た歓喜のすごさで一瞬にしてカープ命になっ
た。広島総合球場といえばあのジョーディマジオとマリリンモンロ一が新婚旅行で岩国に降り立った後、カープ
を指導した事をTVで知った。カープのリーグ初優勝は1975年。山本浩二と衣笠がオールスター戦でアベックホー
ムランを打った年。ファンの前で古葉監督の「本当にカープが優勝したのですね」に思わず涙した。この年巨人
の優勝が絶望の時、大橋巨泉が11PMでカープに優勝してほしいと語ったのを覚えている。この年にベトナム戦
争が始まったとも久米宏が言っていた。1979年、伝説となったあの“江夏の21球”で初の日本一に輝いたのも
懐かしい。会社の慰安旅行で浩二や衣笠のトランペットマーチを皆で歌い、大騒ぎをしたことも楽しい思い出と
して忘れられない。津田のことに触れてみる。古葉監督が協和発酵を訪ねた時、会うのが苦手な彼はパチンコに
出かけていた。その後“弱気は最大の敵”を自分自身に課し“炎のストッパー”としての大活躍に我々は狂喜乱
舞する。嗚呼、津田恒美1993年永遠の惜別。そして忘れられない2006年、地元での最終試合、スタンドに横断
幕と多くの背番号15のプラカードを見る黒田。他球団への移籍を取りやめ翌年のカープ残留を決める。“強烈なカー
プ愛”に心が震えた。その後７年間メジャーに挑戦、そして2014年のオフ、遂に“最後は一球の重み”でカープ
復帰を決断した。今年黒田は引退する。彼の想いと多くの感動を決して忘れはしない。私は2016年の年賀状にカー
プ優勝を願い“神様・仏様・黒田様”と発信しその願いは叶った。24年間の鬱積を吹き飛ばし“神ってる”勢い
での劇的勝利に私は何度酔いまくった事か。しかしカープは日本一には届かず・・来年に期待しよう！そして黒
田が想い描いた最後の一球は、札幌での日本シリーズ第３戦すなわち日本ハム大谷翔平である。黒田もよい記念
だと語った。この度、薄れ行く記憶を辿りながらの記述で間違いがあればご容赦頂きたい。平素、皆様にはご無
沙汰ばかりしておりますが、今回オールドボーイを介してお会い出来た事に厚くお礼申し上げます。

　私は岩国市美川町の「地底王国ムーバレー」の近くに10haの山林を所有しています。
山には植えて５年目の檜・小楢の幼木から70年以上の檜・杉・
赤松を育てています。山まで自宅から約40kmあり車で１時
間かけて通っています。四季折々の景色を眺めて通うのも山
へゆく楽しみのひとつです。昨年は梅雨の大雨で県道が崩れ

通行不能になりました。今も標高540mの迂回路を山越えして通っております。
　　　“県道は　崩れ通れず　迂回路を　山仕事にゆく　峠を越えて”
　森林造りは、地拵えに始まり植林・下草刈り・間伐・出材までに60年以上の年月を
要する男のロマンのある仕事です。山の恵みの松茸狩りを夢見て、数年前より松山の
羊歯刈りや落葉掻きなどの手入れを始めました。今年新しい代に写真のような松茸が
生えました。
　　　“友達を誘ひ　マツタケ採りに　来る夢を　抱きて今日も　羊歯刈る”

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

バックホー運転中

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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「Ｃ型肝炎、飲み薬で完治！」 ＮＨ　周南市福川　昭和19年生　元保全課

　私がＣ型７肝炎の羅病者と知ったのは、山口大学医学部附属病院に腎生検とネフローゼで治療のため入院し、
昭和53年６月に主治医より「あなたはＣ型肝炎のキャリア」と告げられた時です。Ｃ型肝炎と聞いたのでＡ、
Ｂ、Ｃの中でＣは３番目なので一番軽いのだろうと考えていました。後にＣ型肝炎のことを知ると、この病
は年を経ると肝硬変、肝がんに進行するという恐ろしい病気だとわかりました。その後、13年経って別の病
気で血液検査を受けると、肝機能のGOP、GTPの数値が上がりＣ型肝炎が発症しており、その医師は私を「も
う診ない」言われました。側で聞かれていた医師の奥様は「診ないというのなら他の医院を紹介しなさい」
とご主人を叱咤されました。その当時医師でさえこの病気を敬遠する人がいたのです。歯科に行ってもＣ型
肝炎というと、プライヤーなどの治療器具を私の番に来ると古いのと取り替えたり、両手を伸ばしてなるべ
く私の口から遠のいた格好で治療され、私はいい気持ちではありませんでした。又、胃カメラ検診、手術の
際は一番最後に後回しされました。その後この病の専門医がおられる病院に入院しました。インターフェロ
ンはすでにありましたが、私のウイルスのタイプがセロタイプⅡなのでこの薬はあまり効かず、また腎不全、
うつ病になるような副作用があるので「あなたには使用しない」と言われ、少し経てばウイルスの菌が見つ
かり、やがて新薬が開発されるだろうからそれまで待つようにと言われました。ゆえに入院中の治療は週３
回の強力ミノファーゲン３アンプルの点滴注射とウルソの投薬でした。この治療は退院後も数年続きました。
他にも中国鍼、漢方薬、お灸などの民間療法を受け、サンクロン、アガリスク、日本山人参等の健康食品も
飲用しました。身近な食物としては人参、酢、クエン酸などが肝臓に良いように思いました。肝機能の数値
が良いと治療はウルソの投薬だけになりました。この状況が数年続き、昨年の２月ころ主治医から「５月に
はセロタイプⅡによく効き、副作用のない薬が認可されるのでそれで治療します」と言われました。「治癒
率が96.4％と高く副作用も少ないので薬価が超高価なのですが、肝臓病治療費助成制度（下表）があるので
利用しなさい」とも言われました。（他にも70歳以上の人は減免制度があります）この薬は、12週間コース
です。私は昨年の９月より服用を始め４週間でウイルスは消えましたが、最後まで服用が条件でしたので12
月まで飲みました。その後ウイルス復活追尾の血液検査を８ヶ月間しました。今年の７月に最終検査の結果
が出て先生より「ＨさんＣ型肝炎は完治しましたよ」と言わ
れました。私は頭の中が真っ白になり一瞬信じられないとい
うより本当か本当かと思いました。先生に心より「ありがと
うございます」とお礼を言いました。今でもこれまでにかかっ
た先生、事務方の人、保健所の方、お世話になったすべての
人に感謝しています。Ｃ型肝炎の潜在患者は230万人ともい
われています。肝機能検査の重要性、たとえＣ型肝炎であっ
ても今では治癒率が100％近い良い薬があること、治療費の
助成制度のこと、費用も少なく済むことを、私の拙い体験で
すが知っていただくためにペンを取りました。 昨年９月にドライブした長門市油谷元乃隅稲成神社

肝炎治療費の助成について（平成27年12月　山口県健康福祉部健康増進課）

●対象者　山口県在住で医療保険加入者
　　・Ｃ型ウイルス性肝炎の根治を目的とするインターフェロン治療者
　　・Ｂ型ウイルス性肝炎に対して行われるインターフェロン治療と核酸アナログ製剤治療者

●助成内容
　　区分　甲　世帯全員の市町村民税合計23万５千円以上　自己負担限度額　２万円／月
　　　　　乙　　　　　　〃　　　　　　23万５千円未満　　　　〃　　　　１万円／月
� （他詳細は医療機関へ問い合わせを）

「生活にメリハリをつけて心身活性化」 河杉知治　　　防府市中西
昭和18年生　元人事チーム

●私の座右の銘は「生涯現役」です。自称、少子高齢化社会対応型モデル
人間と思っています。有言実行で現在「防府市自立相談支援センター」で
生活困窮者支援事業（厚労省事業）に携わっています。公私ともに日々忙
しく生活しています。しかし一度の人生です。時間を有効活用（良き仲間
と趣味等で）して心身活性化対策を実施中です。活動事例（JK？）を紹介
します
●今年も恒例の鮎バーベキューを10月29日に防府市牟礼のＮさん宅庭先で
青空の下開催。家族含む13名参加。炭、かまどの準備の前にまずは缶ビール。
いつもの風景に心和みます。この「鮎の会」は冷延課時代にゴルフ三昧の
仲間と、奥様方に「いつもすまんの～」と、懺悔から発足して23年目です。
当初「料理は男がやるから奥様方はお客様」でしたが、いつの間にか女房
族の作業率・稼働率100％に。メンバーは酔いたんぼ（すみません）。会員
も３名欠け12名になりましたが３人の思い出と共に、久しぶりに会う仲間
と深夜まで大いに飲み、歌い、語り合いました。最高年齢76歳「まだ若いちゃ」
「落鮎の会」になっても「参加率目標100％」達成。この日も、たどたどし
い日本語で再会を誓いあい、ふらつく足で深夜に解散、アディオス！

●３年前に友人に誘われて始めたカラオケが、意外にも心身の活性化に効果があります。新曲を覚えるため脳細
胞を使い認知症予防、腹式呼吸で呼吸器系疾患改善（勝手に思っている）。凝り性なので、やるからにはと講師のレッ
スンを受け、衣装にも凝り年間10回くらいは各地の花舞台で成果発表。（機会があれば応援よろしく）しかし、何
事も本格的に始めると難しく奥が深く、まだまだ研修が必要で仕事から帰宅後や休日はOJT。その昔、徳山のスナッ
クでカウンターを舞台に歌ったのが懐かしく思い出されます。また、時々は老人ホームを慰問したり（そのうち

お世話になります）忙しい中にも、リズム（規則正
しい）とテンポ（速さ）でメリハリをつけた生活を
心がけています。
生活音痴防止
対策で目指せ
生涯現役
追記：現在「防
府地区情報連
絡員」です。
皆様の情報を
お待ちしています。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

「ゴルフと私」 山縣　晃　下松市瑞穂町　昭和15年生　元精整課

１）ゴルフ歴　39歳の時先輩に勧められて37年になります。
２）ゴルフに対する姿勢、心がけていること　ゴルフには審判がいません。厳しい規
則もあります。他人に対する気配りや、迷惑をかけず、誠実に規則を守り、グリーン
上のディボットは必ず補正しています。ストレスを溜めないでプレーを楽しむよう心
がけています。（次ページへ）
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こんなグループさん紹介

計
装
Ｏ
Ｂ
会
「
計
友
会
」

鈴
木　
　

智

　

周
南
市
大
神　

昭
和
27
年
生　

元
設
備
部

シ
リ
ー
ズ

周南市御幸通り

○昭和30年代の徳山御幸通り

○現在の御幸通り（H28年７月）

写真提供
田中尚一さん

（周南市大字下上
元生産管理部）

S e r i e s

H28年OB会総会にて（筆者　後列中央）H28年５月　岐山倶楽部にて

　徳山駅から北東に通じる御幸通り。昭和
30年代、旧２号線交差点にはロータリーが
見える。復興期に東京の街や街路の名前があ
ちこちに付けられたが、徳山人にはすっかり
馴染んでいる。当時空撮されたアングルにで
きるだけ近いポイントを探して中国新聞社ビ
ルから今の通りを撮った。焼け野原からの街

造りで道幅が広く取ら
れたが、当時植えられ
た樅の樹や銀杏が大き
く成長し建物の高層化
と共に、窮屈さが感じ
られる空間に変貌した。
冬のツリー祭りは、風
物詩となり年々規模が
大きくなっている。

（H28年12月）

　

こ
の
会
は
、
周
南
製
鋼
所
の
創
生
期
か
ら
存
在

し
、
計
器
班
と
呼
ば
れ
て
い
た
Ｏ
Ｂ
と
現
役
の
懇

親
会
と
し
て
始
ま
り
ま
し
た
。
昭
和
30
～
40
年
当

時
は
、
ハ
ネ
ウ
ェ
ル
社
、
Ｇ
Ｅ
社
、
Ｐ
＆
Ｗ
社
な

ど
外
国
製
の
機
器
が
多
く
、
メ
ン
テ
に
も
苦
労
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
技
術
革
新
に
よ
り
新
し
い
セ

ン
サ
ー
な
ど
の
制
御
機
器
が
次
々
と
開
発
導
入
さ

れ
、
そ
の
管
理
は
苦
悩
の
連
続
で
、
試
行
錯
誤
を

繰
り
返
し
て
自
社
製
に
し
た
部
品
や
機
器
も
数
多

く
有
り
ま
す
。
そ
ん
な
艱
難
辛
苦
が
こ
の
会
存
続

の
絆
に
な
っ
て
お
り
、
ス
テ
ン
レ
ス
製
造
の
裏
方

役
と
し
て
、
少
な
か
ら
ず
寄
与
で
き
た
と
、
自
負

し
て
い
る
出
席
者
の
面
々
で
す
。
年
齢
差
が
20
歳

以
上
あ
り
ま
す
が
、
何
か
心
の
通
じ
合
う
仲
間
で

す
。
そ
ん
な
仲
間
と
の
仕
事
だ
け
で
な
く
春
の
花

見
や
夏
の
キ
ャ
ン
プ
等
、
遊
び
で
も
ま
さ
に
「
日
々
新
た
」
私
は
人
生
の
大
き

な
勉
強
を
沢
山
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
感
謝
！
感
謝
！
で
す
。

（前ページより）
３）ゴルフを通じて学んだことなど　人との出会いを大切にしています。今、数十名の人とゴルフを楽しんでい
ますが、ゴルフを通じて知り合った人たちが大半です。年齡を問わず、同じルールのもとでスコアを競い合う楽
しさや、世間話の中に学ぶことは沢山あります。悲しいことはゴルフ仲間だった十数名が若くして亡くなられた
ことです。心身共に健康であるために、バランスの取れた食事と適度な運動、そして人との対話の大切さを学び
ました。退職後６年間のジム通いで基礎体力をつけ、オリジナル保存食を作り毎日食しています。早寝（午後９
時～９時30分）、早起き（午前３時）し、愛犬と１時間早歩きで散歩しています。特定健診では血圧他すべて基準
数値内を維持しています。健康に感謝しつつ、３日に一回はゴルフの練習に行きます。
４）技術的に一番気をつけていること、大切と思っていること　・スイング　TVのゴルフネットワークで基本を
学び自分の体形にあったスイング練習、そのためのストレッチや筋トレを行っています。練習は目的や目標をもっ
て球を打ち、高いボールや低いボール、スライスやフックボールを打ってみると真っ直ぐ打つためのヒントも生
まれてきます。　・パッティング　感性の鍛錬だと思います。ボールを沢山打って、感性を高めることです。下
半身を安定させ、ストロークはフォローを小さくパンチ気味に打っています。芝目の読み方も大切です。入らな
いと言ってパターを何本変えても一緒です。気分転換だけです。私は生涯１本です。
５）私にとってゴルフとは　ゴルフは人生そのもの。多くの友を得、また、人生を学ぶことができました。
私はゴルフセンスがあるとは決して思っていませんが、何事も諦めず努力すれば必ず出来ることを学び、私の人
生は挑戦と努力の積み重ねだったように思います。OB会幹事を70歳で辞め、エージシュートを目指して専念し
てきた結果、平成23年に71歳で第１回目を達成し、昨年11月に19回目を達成しました。今後も体力の続く限り
記録に挑戦したいと思います。37年間ゴルフをしてもその奥深さに四苦八苦しています。
６）後輩ゴルファーの皆さんへ　何事も健康な体が資本です。技術は磨けば上手くなりますが、体は衰えるばか
りです。ゴルフ仲間の81歳の方は20年間ジムに通い今でも250ヤード飛ばしています。適度な運動とバランスの
よい食事で筋肉は何歳になっても若返ると言われます。若返りホルモンであるIGF-1の分泌を良くするために食事
は時間をかけて、アルギニン（魚や肉、卵・大豆製品・乳製品）をバランスよく摂れば筋肉は若返るそうです。
皆さんのご健闘をお祈りします。

菜

園里芋草取り
雨男のせいか雨天順
延が続き、草の中に
里芋がのぞいている
状態でしたが猛暑の
中、皆で頑張りあっ
という間にきれいに
なりました
（16名 7/5）

薩摩芋植え付け
紅あずま400本
安納芋140本を
（16名 7/5）

黒マルチ栽培と、従来の栽培法を比較

落花生収穫（20名 11/3）

薩摩芋里芋収穫（20名 11/29）

大根収穫（20名 11/29）

空豆植え付け（16名 12/8）

収穫した野菜で芋煮会（12/8岐山倶楽部にて16名）

After Before

担
当
幹
事　

福
田　
　

勤

�

吉
光　

啓
輔

趣
味
グ
ル
ー
プ
活
動
報
告

H28/7～12

会員数
20名
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「
え
っ　

心

臓
に
穴
？
」
ま

さ
に
青
天
の
霹

靂
、
す
ぐ
に
は

信
じ
る
こ
と
が

出
来
ま
せ
ん
で

し
た
。
平
成
28

年
１
月
の
健
康
診
断
で
は
「
異
常
あ
り
ま

せ
ん
」
の
医
師
の
言
葉
で
終
わ
ろ
う
と
し

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
「
最
近
、
動
悸
が

す
る
の
で
す
が
・
・
」
と
訴
え
て
精
密
検

査
を
し
た
結
果
、
先
天
性
の
「
心
房
中
隔

欠
損
症
」
と
宣
告
さ
れ
ま
し
た
。
73
歳
の

今
ま
で
持
病
も
、
入
院
手
術
の
経
験
も
、

か
か
り
つ
け
の
医
師
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
心
臓
に
負
担
と
肥
大
も
起
き
て
い
る

の
で
、
こ
の
先
い
ろ
ん
な
余
病
が
出
て
く

る
、
手
術
で
穴
を
塞
ぐ
以
外
方
法
は
な
い

と
云
う
事
で
し
た
。
手
術
に
は
胸
を
開
き

人
工
心
臓
を
使
っ
て
行
う
開
胸
手
術
と
、

足
の
付
け
根
か
ら
管
を
通
し
穴
を
塞
ぐ
カ

テ
ー
テ
ル
手
術
が
あ
り
ま
す
が
、
高
齢
者

に
と
っ
て
は
ど
ち
ら
も
リ
ス
ク
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
ま
で
私
は
普
通
に
生
活
し
て
い

た
だ
け
に
、
ま
ず
手
術
す
る
こ
と
に
抵
抗

が
あ
り
ま
し
た
。

　

医
師
は
周
南
市
で
の
開
胸
手
術
を
勧
め

ま
し
た
が
、
最
終
的
に
は
心
臓
カ
テ
ー
テ

ル
手
術
で
実
績
が
あ
る
岡
山
大
学
病
院
で

手
術
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
岡
山
大
学

病
院
で
診
察
を
受
け
た
の
は
６
月
末
で
、

夏
休
み
期
間
中
は
学
生
が
優
先
さ
れ
る
為
、

老
輩
は
後
回
し
と
な
り
９
月
２
日
の
手
術

と
な
り
ま
し
た
。
全
身
麻
酔
な
の
で
眠
っ

て
い
る
間
に
手
術
は
終
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
４
時
間
半
後
に
は
歩
く
許
可
が
お

り
ま
し
た
。
モ
ニ
タ
ー
を
見
な
が
ら
先
生

か
ら
説
明
を
受
け
心
臓
の
穴
は
バ
ッ
チ
リ

塞
が
れ
て
お
り
、
30
年
の
延
命
を
保
証
さ

れ
ま
し
た
。（
笑
）

　

先
生
や
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て

現
代
医
療
の
素
晴
ら
し
さ
に
心
か
ら
感
謝

で
す
。
術
後
は
、
痛
み
も
な
く
食
欲
も
三

度
の
食
事
は
い
つ
も
完
食
で
し
た
。
病
室

で
は
年
代
を
越
え
て
「
同
病
相
哀
れ
む
」

で
は
な
く
「
同
病
相
愉
し
む
」
の
楽
し
い

一
週
間
の
入
院
生
活
で
し
た
。
と
言
っ
た

わ
け
で
、
身
体
的
に
は
病
と
闘
っ
た
と
い

う
実
感
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
心
臓
と
言
う

命
の
源
だ
け
に
手
術
ま
で
の
心
痛
が
大
変

で
し
た
。
家
族
や
友
人
た
ち
の
暖
か
い
支

え
で
乗
り
切
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
こ

れ
を
機
に
「
一
病
息

災
」
を
モ
ッ
ト
ー
に

体
に
気
を
配
り
、
仕

事
や
趣
味
に
励
ん
で

い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

四
季
万
歳

投
句
広
場

句
を
楽
し
ん
で
お
ら
れ
る
皆
さ
ん
の
投
句
の

広
場
で
す
。
次
号
も
ふ
る
っ
て
投
句
く
だ
さ
い
。

木
犀
の
　
香
り
し
石
段
　
山だ

車し

落
と
す

古
灯
籠
　
ず
り
落
ち
座
る
　
紅
葉
寺

　
　
　
　
　（
岩
政
邦
彦
　
周
南
市
四
熊
　
昭
和
十
一
年
生
　
元
冷
延
課
）

友
逝
き
し
　
そ
の
声
か
な
し
　
ほ
と
と
ぎ
す

木
枯
や
　
町
の
ひ
と
か
ど
　
屋
台
跡

　
　
　
　
　（
兼
重
和
剛
　
周
南
市
四
熊
　
昭
和
七
年
生
　
元
精
整
課
）

農
具
音
の
　
消
え
ゆ
く
村
に
　
後
の
月

勤
行
を
　
了
え
し
水
音
　
帰
り
花

　
　
　
　
　（
末
常
　
衛
　
山
口
市
徳
地
町
　
昭
和
十
五
年
生
　
元
冷
延
課
）

朝
起
き
て
　
今
日
は
何
し
ょ
と
　
考
え
る

や
さ
し
そ
な
　
句
ば
か
り
な
の
に
　
な
ぜ
で
き
ぬ

　
　
　
　
　（
中
田
攝
雄
　
周
南
市
新
田
　
昭
和
十
年
生
　
元
本
社
）

優
先
席
　
座
り
周
り
を
　
確
か
め
る

妻
の
旅
　
独
り
暮
ら
し
を
　
試
さ
れ
る

　
　
　
　
　（
岩
瀬
　
元
　
周
南
市
栗
屋
　
昭
和
二
十
二
年
生
　
元
保
全
課
）

ク
コ
の
実
が
　
朝
日
を
受
け
て
　
レ
ン
ト
ゲ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
熊
﨑
範
男
　
防
府
市
新
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

昭
和
二
十
年
生
　
元
本
社
）

俳
句

川
柳

フ
ォ
ト
フ
リ
ー
句

　日本が誇る世界遺産、伝統的な建物が保存され
ている岐阜の山中にある日本の原風景、雪が降り
積もる白川郷、この素晴らしい純白の雪化粧の故
郷にも暖かい春を待っている人の気持ちをとった
一枚です。幸運にも2016年度市美展賞をいただ
きました。

飯田 友一

周南市泉原町
昭和13年生
元経理課

写　真

「純白の郷　春を待つ」

関谷　旭

防府市富海
昭和14年生
元冷延課

水墨画と表装　自由な時間が取れるようになり、水墨画を
習っていますが、中々上達しません。また表
装は今から６、７年前に技法を習いました。
自分の画や孫の書き初めから、仕上がりが気
に入った何枚かを表装しています。
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囲

碁

年
間
総
合
勝
率
１
位
は
芦
刈　

栄
さ
ん
に

第
161
回　

７
月
20
日　

17
名
参
加

懇
親
例
会
結
果
（
於
岐
山
倶
楽
部
）

　

１
位　

芦
刈　
　

栄
（
写
真 

中
）

　

２
位　

青
木　
　

勇
（ 

〃  

右
）

　

３
位　

伊
東
健
次
郎
（ 

〃  

左
）

第
162
回　

８
月
17
日　

12
名
参
加

第
163
回　

９
月
21
日　

13
名
参
加

第
164
回　

10
月
19
日　

12
名
参
加

第
165
回　

11
月
16
日　

11
名
参
加

第
166
回　

12
月
21
日　

11
名
参
加

後
期
リ
ー
グ
個
人
戦
結
果

　

１
位　

小
林　

哲
士

　

２
位　

重
永　

義
昭

　

３
位　

原
田　

征
勝

○
後
期
最
多
対
局
者　

34
局　

青
木　
　

勇

�

担
当
幹
事　

落
合　

市
郎12月例会の様子

将

棋

９
月
例
会　

９
月
28
日
（
水
）　

７
名
参
加

◯
平
成
28
年
第
２
回
ク
ラ
ス
別
リ
ー
グ
戦

　
　
　
　
　

11
月
30
日
（
水
）　

10
名
参
加

Ａ
グ
ル
ー
プ　

優
勝　
　

渡
邉　
　

勲

　
　
　
　
　
　

準
優
勝　

渡
邊　

輝
明

Ｂ
グ
ル
ー
プ　

優
勝　
　

宇
佐
川
哲
雄

　
　
　
　
　
　

準
優
勝　

渡
辺　

治
幾

今
回
は
参
加

者
が
少
な
く

２
グ
ル
ー
プ

で
の
対
戦
と

な
り
ま
し

た
。
新
メ
ン

バ
ー
が
入
ら

ず
若
干
寂
し

い
リ
ー
グ
戦

に
な
っ
て
い

ま
す
が
92
歳

の
永
井
元
廣

さ
ん
（
写
真

右
）
が
元
気

に
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。
年
齢
に
関
係
な
く
指

せ
る
し
、
呆
け
防
止
に
も
な
る
将
棋
例
会
に
多

く
の
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

�

担
当
幹
事　

渡
邉　

勲　

磯
崎
卓
司

周
南
市
橋
本
町
「
ク
レ
ソ
ン
ハ
ウ
ス
」
に
て

９
月
14
日　

例
会　

参
加
者
14
名

（
11
月
度
例
会　

総
会
の
た
め
流
会
）

12
月
14
日　

例
会　

参
加
者
17
名

�

担
当
幹
事　

原
田　

亮　

浅
田
幸
雄

ケ

オ

ラ

カ

芸

陶周
南
市
戸
田
の
工
房
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
11

月
６
日
（
日
）
９
時
か
ら
戸
田
小
学
校
体
育
館

に
て
、
地
域
文
化
活
動
、
ふ
れ
あ
い
の
場
「
戸

田
み
の
り
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
６
」が
開
催
さ
れ
、

地
域
発
展
の
一
助
に
な
れ
ば
と
、
今
年
も
日
新

製
鋼
Ｏ
Ｂ
会
陶
芸
グ
ル
ー
プ（
仮
称
春
窯
会
）が
、

各
自
２
、
３
点
の
作
品
を
出
展
し
ま
し
た
。

�

担
当
幹
事　

松
村　

整　

岩
山
要
治

フ

ル

ゴ日
新
Ｏ
Ｂ
会
ゴ
ル
フ
大
会

第
169
回
大
会　

７
月
21
日

�
徳
山
国
際
Ｃ
Ｃ　

53
名
参
加

　

優
勝　

原
田　

博
明　

80 

Ｈ
17 

63

　

２
位　

井
下　

寿
夫　

85 
Ｈ
19 

66

　

３
位　

豊
島　

金
弐　

90 
Ｈ
23 

67

第
170
回
大
会　

９
月
27
日

�

周
防
Ｃ
Ｃ　

59
名
参
加

　

優
勝　

藤
本　

清
馬　

81 

Ｈ
15 

66

　

２
位　

藤
井　

健
一　

75 

Ｈ
８ 

67

　

３
位　

高
光　

修
司　

93 

Ｈ
25 

68

第
171
回
大
会　

11
月
22
日

�

中
須
Ｇ
Ｃ　

62
名
参
加

　

優
勝　

林　
　

浩
一　

85 

Ｈ
21 

64

　

２
位　

山
縣　
　

晃　

74 

Ｈ
７ 

67

　

３
位　

前
田　

廣
巳　

87 

Ｈ
19 

68

昨
年
は
皆
さ
ん
の
ご
協
力
及
び
天
候
に
も
恵
ま

れ
無
事
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
年
も

予
定
通
り
年
６
回
開
催
し
ま
す
の
で
健
康
に
気

を
付
け
ら
れ
て
多
数
の
参
加
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

第170回大会記念写真（周防CC）

↑第169回大会
優勝 原田博明（中）
２位 井下寿夫（右）
３位 豊島金弐（左）

↑第171回大会
優勝 林　浩一（中）
２位 山縣　晃（左）
３位 前田廣巳（右）

山縣　晃さんは、
エイジシュート
されました。

←第170回大会
優勝 藤本清馬（中）
２位 藤井健一（左）
３位 高光修司（右）

�

担
当
幹
事　

河
野
龍
秀　

高
光
修
司

ド

ト

ウ

ア

ア

11
月
18
日
（
金
）
23
名
の
参
加
に
よ
り
錦
帯
橋

ウ
ォ
ー
ク
を
楽
し
み
ま
し
た
。
錦
帯
橋
を
渡
り

紅
葉
真
っ
盛
り
の
吉
香
公
園
、
も
み
じ
谷
、
岩

国
城
ま
で
の
片
道
約
３
㎞
を
歩
き
ま
し
た
。
昼

食
を
終
わ
る
頃
か
ら
天
気
が
く
ず
れ
、
歩
く
人

と
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
下
山

し
ま
し
た
が
、
目
的
が
果
た
せ
た
こ
と
を
感
謝

し
て
い
ま
す
。
３
年
前
か
ら
ハ
ー
ド
な
山
登
り

は
止
め
、整
備
さ
れ
た
道
や
車
道
を
歩
く
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
に
変
更
し
ま
し
た
が
、
体
の
衰
え
や
膝

痛
な
ど
で
参
加
者
が
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
ア
ウ
ト
ド
ア
ー
ウ
ォ
ー
ク
が
長
く
続

け
ら
れ
る
よ
う
、
口
コ
ミ
で
新
し
い
参
加
者
の

発
掘
に
力
を
い
れ
た
い
と
思
い
ま
す
。
オ
ー
ル

ド
ボ
ー
イ
愛
読
者
の
皆
さ
ん
、
仲
間
作
り
や
体

力
の
維
持
、
家
族
で
歩
き
た
い
と
思
わ
れ
る
方

は
是
非
ご
参
加
下
さ
い
。

�

担
当
幹
事　

柳
谷
英
治　

藤
井
暢
子 昼食は岩国寿司で

９
月
23
日
、
台
風
接
近
で
、
開
催
が
危
ぶ
ま
れ

て
い
ま
し
た
が
、
運
よ
＜
早
く
通
り
過
ぎ
て
く

れ
た
お
蔭
で
絶
好
の
釣
り
日
和
に
な
り
ま
し
た
。

良
型
の
ア
ジ
が
沢
山
釣
れ
11
名
の
参
加
者
も
満

足
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
大
物
は
磯
永
さ
ん
が
釣

り
上
げ
た
ヤ
ズ
で
し
た
。
今
回
は
参
加
者
が
少

な
か
っ
た
の
で
少
し
寂
し
い
も
の
が
あ
り
ま
し

た
。
船
釣
り
に
興
味
の
あ
る
方
は
ご
一
報
下
さ

い
。
釣
り
大
会
の
ご
案
内
を
さ
し
あ
げ
ま
す
。

釣

り

�

担
当
幹
事　

國
本
恒
保　

徳
原
雅
士

歌

短毎
月
第
２
火
曜
日
、
９
時
30
分
よ
り
正
午
ま
で

各
自
の
短
歌
７
首
の
互
選
、批
評
を
し
ま
し
た
。

少
し
マ
ン
ネ
リ
化
も
あ
り
新
し
い
感
性
の
参
加

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
（
作
品
よ
り
）

刈
り
置
き
て 

仄
か
に
温
き 
稲
束
の

匂
ひ
立
つ
な
り 

稲
架
に
干
す
と
き

�

岡
本
　
義
明

風
を
避
け 

小
島
の
陰
に 

貨
物
船

夕
べ
点
せ
し 

灯
り
は
お
ぼ
ろ

�

福
本
　
和
夫

そ
ら
豆
が 

二
セ
ン
チ
程
に 

伸
び
居
り
て

ひ
と
り
嬉
し
き 

夕
べ
な
り
け
り

�

山
本
　
靖
彦

卯
の
花
の 

咲
き
こ
ぼ
れ
た
る 

細
き
道

妻
と
連
れ
立
ち 

山
仕
事
に
行
く

�

吉
本
　
健
一

H29年�OB会会議予定

 3/27　40号会報編集企画会議
 4/14　地区情報連絡員会議
 5/24　第３回役員会
 7/21　40号会報事務局編集会議
 8/21　 〃 �編集校正会議
 8/30　 〃 �発送
 9/25　41号会報編集企画会議
10/ 4　地区情報連絡員会議
10/10　29年度第１回役員会
11/ 8　第34回OB会総会
12/ 4日の週　第２回役員会

小川秀実さん

磯永辰之さん
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日
新
製
鋼
周
南
Ｏ
Ｂ
会
会
報　

第
39
号　

発
行　

２
０
１
７
年
３
月
１
日　
　
　
　
　
　
　

編
集
責
任
者　

事
務
局
長　

加
藤　

栄

発行所
〒746-8666　山口県周南市野村南町4976番地
日新製鋼周南ＯＢ会　TEL 0834-63-1128　印刷 新和企業㈱

表
紙
説
明

◆
　
編
集
後
記
　
◆

・
総
会
参
加
者
の
感
想
記
事
を
み
て
、
昔
の
職
場
仲

間
と
再
会
し
、
話
が
弾
み
楽
し
い
時
を
過
ご
せ
た
よ

う
で
、ま
さ
に
〝
元
気
で
再
会
、楽
し
い
総
会
〟
だ
っ

た
よ
う
で
あ
る
。

　

不
参
加
の
方
に
は
、
闘
病
記
や
自
由
投
稿
欄
の
記

事
を
み
て
、
勇
気
づ
け
ら
れ
る
人
も
お
ら
れ
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
、
悩
み
事
や
病
気
を
克
服
し
て
、

次
回
の
総
会
で
再
会
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

�

（
田
中　

尚
一
）

・
Ｏ
Ｂ
会
総
会
写
真
報
告
に
、
や
や
マ
ン
ネ
リ
化
を

感
じ
て
い
た
こ
と
と
、
出
席
者
全
員
の
写
真
を
掲
載

し
た
い
と
い
う
目
的
で
集
合
写
真
撮
影
を
企
画
し
た
。

体
育
館
フ
ロ
ア
に
全
員
が
一
同
に
介
し
た
光
景
を
、

観
客
席
か
ら
見
渡
し
た
時
の
圧
巻
さ
に
圧
倒
さ
れ
た
。

ま
た
初
め
て
の
経
験
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
も
っ
と

心
に
余
裕
を
持
っ
て
全
体
を
見
渡
し
、
後
方
の
人
達

の
前
方
へ
の
誘
導
な
ど
を
す
れ
ば
よ
か
っ
た
と
後
で

写
真
を
見
て
反
省
し
た
。
将
来
ま
た
集
合
写
真
を
撮

影
す
る
機
会
が
あ
る
時
は
、
こ
の
経
験
を
生
か
し
顔

の
よ
く
見
え
る
全
員
写
真
に
し
た
い
。

�

（
熊
崎　

範
男
）

平
成
28
年
10
月
１
日　

加
藤　

浩
久

　
　
　
　

10
月
１
日　

築
山　
　

博

　
　
　
　

10
月
１
日　

鳥
越　

昭
次

　
　
　
　

10
月
26
日　

三
原　

和
良

 

（
以
上
４
名
）

新
規
入
会
者

事
務
局
だ
よ
り

会報「にっしんオールドボーイ」のブログは
こちらからご覧になれます

検索にっしんオールドボーイ

平
成
28
年
７
月
１
日　

藤
井　

幸
雄
（
81
）

　
　
　
　

７
月
15
日　

松
本　

太
作
（
84
）

　
　
　
　

７
月
15
日　

大
野　

吉
雄
（
99
）

　
　
　
　

７
月
26
日　

田
中　

輝
勝
（
77
）

　
　
　
　

７
月
29
日　

大
原　

崇
男
（
84
）

　
　
　
　

９
月
13
日　

青
木　

宗
男
（
77
）

　
　
　
　

10
月
７
日　

宇
佐
川
哲
郎
（
76
）

　
　
　
　

10
月
11
日　

市
川　

良
人
（
69
）

　
　
　
　

11
月
11
日　

西
村　

和
美
（
88
）

　
　
　
　

11
月
23
日　

中
尾　

貞
治
（
86
）

　
　
　
　

11
月
24
日　

河
村　

茂
彦
（
83
）

　
　
　
　

11
月
25
日　

牛
見　

博
昭
（
70
）

　
　
　
　

12
月
15
日　

山
本　

泰
正
（
98
）

　
　
　
　

12
月
29
日　

貞
廣　

晴
次
（
84
）

 

（
以
上
14
名
）

心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
致
し
ま
す

会
員
物
故
者

　
　
　
（
９
６
５
名
）

平
成
28
年
12
月
末
会
員
数

新
地
区
情
報
連
絡
員
紹
介

岩
瀬　

元
（
周
南
市
栗
屋
地
区
）

弘
中�

健
治
（
下
松
地
区
）

佐
田�
由
美
（
岩
国
・
柳
井
地
区
）

　

こ
の
度
、
地
区
情

報
連
絡
員
を
命
ぜ
ら

れ
お
手
伝
い
を
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

５
年
前
ま
で
仕
事
を

し
て
い
ま
し
た
が
、

今
は
毎
日
が
日
曜
日

で
す
。
楽
し
み
と
言
え
ば
退
職
後
始
め
た
川
柳
、

中
学
同
窓
生
で
つ
く
る
36
会（
昭
和
36
年
度
卒
）

の
お
世
話
な
ど
で
す
。
ア
ン
テ
ナ
を
張
っ
て
情

報
収
集
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

�
（
周
南
市
栗
屋　

昭
和
22
年
生　

元
保
全
課
）

　

平
成
25
年
９
月
に

会
社
を
離
職
、
早
３

年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

在
職
中
は
会
社
の
事

が
第
一
で
、
仕
事
に

遊
び
に
忙
殺
さ
れ
る

毎
日
で
し
た
。
こ
れ

ら
の
反
省
を
踏
ま
え
今
は
家
内
の
お
抱
え
運
転

手
と
家
事
等
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
家
内
の

指
導
で
農
作
業
と
家
庭
菜
園
も
楽
し
ん
で
い
ま

す
。
先
輩
Ｏ
Ｂ
に
手
配
し
て
い
た
だ
い
た
牛
糞

堆
肥
土
作
り
で
、
雑
草
と
虫
を
取
り
な
が
ら
無

農
薬
に
近
い
栽
培
に
心
掛
け
、
子
供
や
孫
達
と

の
収
穫
に
満
足
し
て
い
ま
す
。
健
康
第
一
で
体

力
が
続
く
限
り
何
事
に
も
興
味
を
持
ち
続
け
た

生
活
を
送
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

（
下
松
市
河
内　

昭
和
25
年
生　

元
冷
延
課
）

　

平
成
元
年
11
月
本

社
決
算
課
に
転
勤
。

以
来
、本
社
財
務
部
・

寧
波
宝
新
不
銹
鋼
及

び
日
本
鐵
板
で
の
勤

務
を
経
て
、
定
年
を

迎
え
平
成
25
年
11

月
、
故
郷
柳
井
市
に
戻
っ
て
来
ま
し
た
。
帰
郷

後
は
日
新
工
機
で
嘱
託
と
し
て
昨
年
３
月
ま
で

勤
務
し
ま
し
た
。
退
職
後
、
以
前
診
断
さ
れ
て

い
た
病
気
の
手
術
を
受
け
、経
過
は
順
調
で
３
ヶ

月
毎
に
定
期
検
診
を
受
け
て
い
ま
す
。
体
調
も

良
く
な
り
夫
婦
で
旅
行
で
も
と
思
っ
て
い
た
矢

先
、
母
親
の
介
護
が
始
ま
り
、
悠
々
自
適
な
生

活
と
は
い
か
な
く
な
り
ま
し
た
が
愛
犬
と
の
散

歩
、ゴ
ル
フ
、ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
で
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
度
、
堀
さ
ん
の
後

任
と
し
て
地
区
情
報
連
絡
員
に
選
任
さ
れ
ま
し

た
の
で
、
同
地
区
の
０
Ｂ
会
の
皆
様
、
情
報
提

供
・
投
稿
等
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

�

（
柳
井
市
駅
南　

昭
和
27
年
生　

元
経
理
課
）

徳
山
の
繁
華
街
と
言
え
ば
飯
島
町
界
隈
。
楽
し
い
思
い
出
、

苦
い
思
い
出
な
ど
が
今
は
懐
か
し
い
街
で
は
な
い
か
と
、
街

の
一
角
を
占
め
る
青
空
公
園
を
描
い
て
み
た
。
お
店
を
探
す

時
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
的
役
割
を
果
た
し
て
い
た
よ
う
に
思
う
。

公
園
を
横
切
っ
て
高
校
通
学
し
て
い
た
こ
ろ
サ
ー
カ
ス
も
来

た
記
憶
が
あ
る
。
公
園
ト
イ
レ
や
遊
具
な
ど
が
整
備
さ
れ
、

市
の
樹
・
楠
木
も
大
き
く
成
長
し
オ
ア
シ
ス
的
な
雰
囲
気
が

感
じ
ら
れ
る
。
直
ぐ
近
く
の
全
国
で
も
珍
し
い
石
仏
「
徳
山

大
仏
」
は
案
外
知
ら
れ
て
な
い
よ
う
で
あ
る
。

�

（
熊
崎　

範
男
）

・
Ｏ
Ｂ
会
の
ブ
ロ
グ
を
発
信
し
て
２
年
が
経
過
し
、
閲
覧

実
績
が
グ
ラ
フ
の
よ
う
に
増
加
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も

内
容
を
充
実
さ
せ
て
情
報
の
早
期
発
信
に
努
め
ま
す
の
で

ご
利
用
下
さ
い
。
コ
メ
ン
ト
バ
ッ
ク
も
よ
ろ
し
く
。
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